
1969年11月生まれ、棗庄出身
2023年4月～現職

（前任：張新文・山東省政協副主席）

1969年11月生まれ、聊城出身
2023年4月～現職

（前任：張倫・菏澤市党委書記）

菏澤市概況

【基礎情報】（2025年）

⚫ 人口：850.82万人（省内5/16位） *人口は2024年末の数値

⚫ 面積：12256㎢ （省内4/16位）

⚫ ＧＤＰ：4937.4億元（省内8/16位）

【党委書記 張倫】 【市長 李春英】

2026年4月

【歴史的エピソード】

◆昔は巨大な沼沢があり地名の由来に。各時代の古代文明が発達。

◆伏羲（中華始祖）や堯・舜（ともに賢明君主として有名）の出身地。

◆定陶は漢の始祖・劉邦が即位の儀式（中文：登基称帝）を行った場所。

◆鄆城県は習近平総書記の夫人・彭麗媛氏の出身地。

荷澤

【日本との関係】

◆友好都市：なし

◆ＯＤＡ：中日友好曹庄郷第一完全小学校校舎建設計画（2010年）など

 草の根・人間の安全保障無償資金協力4件の供与実績あり。

◆1980年代から島根県と牡丹を介した交流があり、2024年には世界牡丹大会

 の分会場の一つが初めて島根県にも設置された。

【現在の特徴】

◆「牡丹の都」と呼ばれ、品種・栽培面積ともに全国1位。毎年4月に世界

牡丹大会を開催。油・花弁等を利用した加工品の開発も盛ん。

◆以前は省内の貧困地帯と言われていたが、各土地に適した産業の振興

 により近年は大きく経済成長を遂げている。

◆曹県は木材の生産・加工業が発達。1990年代から日本との関係が深ま

り、現在日本の棺材の大半が曹県産と言われている。

◆特産・名物

牡丹、曹県のアスパラガス・漢服（全国市場の1/3以上）、闘鶏等。



【観光地】

◆曹州牡丹園（牡丹区）
菏澤市の牡丹は明代から発達。1308種は世界最大規模。園内には
1983年に日本牡丹協会会長が現地の村代表と共同で植樹した檜の
木があり、「友誼樹」と呼ばれている。

◆菏澤牡丹宴
牡丹の各部位を原材料とした料理の総称。
タンパク質、アミノ酸、ビタミン等が豊富。

◆水滸好漢城（鄆城県）
古代建築、武術、水滸伝を一体化したテーマパーク。様々なアトラク
ションも実演されている。

【グルメ】

◆単県羊肉湯

羊の肉、脳、油を使ったスープで滋養強壮
に効くとされる。
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